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試験研究課題：露地ネギ栽培におけるべと病を中心とした病害の予防防除技術の確立 

 

 

 

ネギ黒腐菌核病に対するセルトレイ灌注処理の防除効果 

 

土壌伝染性のネギ黒腐菌核病は、ネギの重要病害の一つです。従来の防除対策

としては、労力の掛かる土壌消毒が有効でしたが、近年、作業が簡便な薬剤のセ

ルトレイ灌注処理(写真 1 右上)が注目を浴びています。府内では、ネギは周年

栽培されているので、本病の活動時期とされる秋～翌春の作期別の灌注処理を

検討したところ、各作期とも高い防除効果(表 1、写真 1)が認められました。今

後は、本成果を情報提供し、ネギの安定生産に寄与します。     
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写真１ ネギ黒腐菌核病に対するセルトレイ灌

注処理の防除効果 

右 上 ：セルトレイ灌注処理模式図 

(100倍、0.5L/1セルトレイ、定植直前) 
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